
新成人の皆さんは、綺麗な着物姿や格好いいスーツ
姿で成人式に出席し、会場はとても華やかな雰囲気
となりました。
成人式実行委員会が、企画や式典の進行を担当し、
３名の代表が新成人としての抱負を述べました。ま
た、小中学校の恩師 27 名から新成人に向けてメッ
セージが贈られました。
新成人の皆さんには、これから社会の様々な分野で
ご活躍されることを期待しています。

石井町成人式（1月2日・中央公民館）

『文字放送』　　　（石井有線テレビ）　毎日
『石井町政だより』（徳島新聞・ホームページ）　　毎月第３火曜日
『ホームページ』　　http://www.town.ishii.lg.jp/

総　数　26,746 人・男　12,751 人・女　13,995 人・世帯数 9,641 世帯　平成 22 年 1 月 1 日現在

石井町の広報

町民のうごき

新年のごあいさつ
議会だより
百条委員会中間報告書（抜粋）
石井町消防出初式
町長コラム
お知らせ
石井町の台所事情
いしいスナップ
新型インフルエンザワクチン接種助成
ふれあい広場
町税の電子申告

主　な　内　容
……………………………2P

……………………………2P 〜 3P
………4P 〜 5P

……………………………6P
……………………………………6P

………………………………7P 〜 9P
…………………10P 〜 11P

……………………………12P
………13P

………………………14P 〜 15P
……………………………16P
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第 152 号 広　報　い　し　い 平成 22 年 1 月 15 日　（2）

　

平
成
21
年
第
２
回
臨
時
町

議
会
を
平
成
21
年
11
月
24
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た

２
議
案
は
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
第
４
回
定
例
町

議
会
を
平
成
21
年
12
月
９
日

か
ら
17
日
ま
で
の
９
日
間
の

日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
可
決
12
議
案
、
否

決
2
議
案
で
し
た
。

石　
井　
町　
長

　

新
春
を
迎
え
皆
さ
ま
に
は
心
か

ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
で

は
チ
ェ
ン
ジ
を
掲
げ
た
オ
バ
マ
大

統
領
の
就
任
に
よ
り
政
権
交
代
、

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

世
界
中
で
流
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

感
染
予
防
対
策
に
世
界
中
に
沸
い

た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
百
年
に
一
度
の
不

況
と
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な

デ
フ
レ
の
到
来
に
よ
り
、
不
況
対

策
に
翻
弄
さ
れ
る
な
か
、
先
の
衆

議
院
選
挙
で
民
主
党
が
勝
利
し
政

権
交
代
が
お
こ
り
ま
し
た
。
新
政

権
の
政
策
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
経
済
や
国
民
生
活
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
期
待

と
不
安
の
難
し
い
局
面
に
陥
っ
て

い
ま
す
。

　

私
も
チ
ェ
ン
ジ
を
掲
げ
就
任
し

て
２
年
８
カ
月
、
私
が
掲
げ
た
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
睨
ん
で
は
、
石
井

町
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
、
何
を

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
常

日
頃
か
ら
思
考
し
な
が
ら
、
ロ
ハ

ス
の
町
づ
く
り
に
向
け
て
町
政
を

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

運
営
し
、
そ
し
て
、
多
く
の
課
題

や
壁
に
当
た
り
な
が
ら
一
つ
一
つ

皆
さ
ま
の
要
望
に
応
え
た
い
と
の

気
持
ち
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
私
の
町
政
１
期
目
の
集

大
成
と
し
て
町
行
政
全
般
に
さ
ら

な
る
躍
進
を
し
て
参
る
所
存
で
す

の
で
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
健
康
で
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
し
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

石
井
町
議
会
議
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年
の
始
ま

り
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

我
が
国
は
、
世
界
的
な
金
融
危

機
に
端
を
発
し
た
景
気
の
後
退
に

よ
り
、
国
民
の
生
活
は
深
刻
な
影

響
を
受
け
、
経
済
・
雇
用
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
局
面
が
続
い

て
お
り
、
特
に
地
域
経
済
は
更
に

悪
化
の
傾
向
を
強
め
て
い
ま
す
。

先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
民

主
党
が
勝
利
し
、
新
政
権
が
発
足

し
て
早
々
に
予
算
の
凍
結
を
行
う

な
ど
徹
底
的
な
見
直
し
が
推
進
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き

続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

石
井
町
も
自
主
財
源
の
乏
し
い

中
、
自
ら
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

を
実
施
し
、
少
子
・
高
齢
社
会
へ

の
対
応
、
生
活
関
連
社
会
資
本
の

整
備
、
教
育
・
文
化
の
振
興
な
ど

の
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
の

下
、
町
が
自
主
的
、
主
体
的
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

財
源
の
充
実
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
住

民
の
代
表
機
関
と
し
て
議
会
議
員

自
ら
が
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

も
、
課
題
解
決
に
総
力
を
傾
け
、

職
責
を
全
う
し
た
い
と
決
意
し
て

お
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
努
力
を
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
も
皆
さ
ま
に

と
っ
て
健
康
で
幸
せ
な
最
良
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

●
石
井
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料

及
び
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
平
成
21
年

12
月
支
給
か
ら
の
石
井
町
長
、
副

町
長
、
教
育
長
及
び
石
井
町
議
会

議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
減
額

す
る
た
め
本
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

●
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
石
井
町
職

員
の
給
与
等
を
減
額
改
定
す
る
た

め
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
自
転
車
等
放
置
防
止
条

例
に
つ
い
て

　

駅
前
の
道
路
等
の
公
共
の
場
所

に
お
け
る
自
転
車
等
の
放
置
を
防

止
す
る
た
め
本
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

石
井
町
消
防
団
の
団
員
定
数
を

335
人
か
ら
340
人
に
増
員
す
る
た
め
、

本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
の

所
得
制
限
の
撤
廃
及
び
対
象
年
齢

を
９
歳
に
到
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
か
ら
12
歳
に

到
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
に
改
め
る
た
め
本
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正
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●
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
し

て
議
会
へ
の
事
前
協
議
及
び
報
告

を
要
望
す
る
決
議

　

議
会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
条
例
で
規
定
さ
れ
た

要
件
以
下
の
財
産
の
取
得
又
は
処

分
を
行
う
と
き
に
は
、
議
会
に
事

前
協
議
及
び
報
告
を
要
望
す
る
決

議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

不
採
択

●
家
族
従
業
者
の
人
権
保
障
の
た

め
「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る

請
願
書

●
石
井
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
設

置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

石
井
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

閉
所
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例

を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　

現
石
井
町
教
育
委
員
の
中
村
稔

氏
の
任
期
が
平
成
21
年
12
月
15
日

で
満
了
す
る
た
め
、
そ
の
後
任
と

し
て
河
野
英
俊
氏
（
城
ノ
内
）
を

任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

●
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
石
井
260
号
線
（
石
井
72

―
９
～
73
―
７
）、
白
鳥
110
号
線

（
白
鳥
96
―
４
～
96
―
９
）、
白

鳥
111
号
線
（
白
鳥
167
―
８
～
167

―
13
）、
白
鳥
112
号
線
（
白
鳥
187

―
８
～
187
―
11
）、
高
川
原
178
号

線
（
高
川
原
１
６
３
２
―
10
～

１
６
３
２
―
16
）
を
町
道
に
認
定

す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し

た
。

●
町
道
の
変
更
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
10
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
桜
間
50
号
線
の
区
間
を

加
茂
野
２
―
２
～
桜
間
407
―
１
か

ら
加
茂
野
２
―
２
～
桜
間
413
―
１

に
変
更
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を

得
ま
し
た
。

●
飯
尾
川
公
園
い
し
い
ド
ー
ム
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

飯
尾
川
公
園
い
し
い
ド
ー
ム
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
議

会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

指
定
す
る
団
体

　

徳
島
県
徳
島
市
幸
町
１
丁
目　

　

47
番
地
３

　

岡
田
企
画
株
式
会
社

指
定
期
間

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

否
決

●
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

●
平
成
21
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
額

６
，
７
２
３
万
５
千
円

予
算
の
総
額

79
億
４
，
５
４
６
万
３
千
円

主
な
歳
出
の
内
容

退
職
手
当
組
合
負
担
金

３
，
５
７
２
万
４
千
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
事
業

２
，
８
６
２
万
７
千
円

高
浦
中
学
校
屋
内
運
動
場
整
備
事
業

１
，
３
５
７
万
８
千
円

町
道
高
原
33
号
線
改
良
事
業

△
２
，
０
０
０
万
円

特
別
職
及
び
一
般
職
の
給
与
費
及

び
共
済
費△

３
，
９
６
０
万
５
千
円

主
な
歳
入
の
内
容

不
動
産
売
払
収
入５

，
９
５
６
万
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

負
担
軽
減
費
県
補
助
金

７
６
０
万
２
千
円

地
方
道
路
整
備
事
業
国
庫
補
助
金

△
１
，
０
４
５
万
円

●
平
成
21
年
度
石
井
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

補
正
額

１
億
６
，
２
１
８
万
９
千
円

予
算
の
総
額

29
億
２
，
７
１
８
万
９
千
円

主
な
歳
出
の
内
容

一
般
被
保
険
者
診
療
報
酬
給
付
費

１
億
１
，
７
０
０
万
円

後
期
高
齢
者
支
援
金

３
，
９
８
１
万
４
千
円

老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金

△
２
，
６
０
６
万
円

主
な
歳
入
の
内
容

療
養
給
付
費
国
庫
負
担
金

１
億
１
，
６
７
３
万
２
千
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

３
，
３
０
０
万
円

●
平
成
21
年
度
石
井
町
給
与
集
中

管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

補
正
額

△
４
，
７
５
０
万
５
千
円

予
算
の
総
額

13
億
４
，
６
８
０
万
１
千
円

主
な
歳
出
の
内
容

給
料　

△
２
，
３
８
１
万
７
千
円

職
員
手
当
等

△
２
，
９
４
８
万
８
千
円

歳
入
の
内
容

給
与
振
替
収
入

△
４
，
７
５
０
万
５
千
円

●
平
成
21
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額

３
，
９
４
４
万
８
千
円

予
算
の
総
額

23
億
３
３
９
万
２
千
円

主
な
歳
出
の
内
容

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

４
，
２
６
６
万
５
千
円

職
員
給
与
費　
　

△
７
２
７
万
円

主
な
歳
入
の
内
容

国
庫
負
担
金
現
年
度
分

９
３
２
万
４
千
円

支
払
基
金
交
付
金
現
年
度
分

１
，
３
９
８
万
５
千
円

一
般
会
計
繰
入
金７

９
７
万
９
千
円

否
決

●
平
成
21
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

人
　
　
　
事

条
例
の
廃
止

補
　
正
　
予
　
算

そ
　
の
　
他

請
　
　
　
願

議
員
提
出
議
案
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～百条委員会中間報告書（抜粋）～

一般廃棄物最終処分場の維持管理業務委託契約調査特別委員会

　平成 21 年 7 月17 日の平成 21 年第 1 回臨時町議会において、一般廃棄物最終処分場の維持管理業務委託契
約調査特別委員会（以下、「委員会」という。）に付託された案件について、地方自治法第 100 条に基づき調査した
ところ、現時点での調査結果は以下の通りであるので報告する。

　≲　調査の趣旨　≳

　本委員会は、次の①～③の事項について検証を行うものである。

①　平成 12 年度から平成 19 年度における、石井町と八光海運株式会社（以下、「八光海運」という。）間で締
結された各年度の一般廃棄物最終処分場の維持管理契約（以下、「本件各業務委託契約」という。）の妥
当性について

②　地方自治法第 98 条に基づく議会から本件業務に関する見積書提出要求を町長が拒否した件について

③　その他①、②に関する一切の事項について

　≲　調査特別委員会の設置　≳

１．設置決議

　平成 21 年 7 月17 日の平成 21 年第 1 回臨時町議会において、地方自治法第 100 条第１項及び同法第 98 条第
１項の権限を委員会に委任した。

２．委員の定数

　　　９名以内とする。

３．委員長、副委員長、委員の氏名（敬称略・順不同）

　　　委 員 長　：　川端義明（平成 21 年 10 月 27 日除斥）

　　　副委員長　：　藤田高明

　　　委　　員　：　有持益生、後藤忠雄、久米毅（平成 21 年 10 月 2 日辞任）、

　　　　　　　　　　松尾誠作（平成 21 年 11月 4 日辞任）、山口性治、

　　　　　　　　　　山根由美子、横田民次郎（平成 21 年 10 月13 日除斥）、

　　　　　　　　　　志摩匡彦（平成 21 年 10 月 2 日新任）
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　≲　委員会の実施状況　≳

　初回開催日である平成21年7月30日から平成21年12月8日までの間、本委員会を11回、協議会を3回開催した。

　≲　調査事項②について　≳

　本委員会より河野町長に対して平成 21 年 9 月 9 日、見積書の提出を請求し、平成 21 年 9 月 29 日に「一般廃
棄物埋立て処分業務委託内訳明細書」が提出され、記載内容等の確認をしたが、これといった問題点は見つから
なかった。よって、調査事項②の「地方自治法第 98 条の規定に基づく議会からの本件業務に関する見積書提出要
求を河野町長が拒否した件」に関しては問題ないと判断する。

　参考までに、同見積書に見積もられている本件業務の１年間の委託料は4，476 万6，400 円で、八光海運に支払っ
た１年間の委託料は 8，339 万 9，400 円であるから、河野町長が見積りを依頼した会社が 3，863 万 3，000
円も安い。このことからしても、八光海運の見積額が著しく高額であることがわかる。

　≲　結　論　≳

　これまでの調査を総合的に勘案し、

①　他社からの見積りを徴せず、平成 12 年度以降、八光海運のみからその見積りを提出させ、本件各業務委
託契約を随意契約で締結していること。

②　平成 14 年度には賃貸借契約の対象物件たる本件重機の減価償却期間３年が終了しており、平成 15 年度以
降は重機類の減価償却費を含ませる必要性はなかったこと。

③　減価償却期間の経過は極めて容易に認識できたこと。

④　八光海運に有利な契約が 8 年間も継続していること。

等の事情に鑑みれば、平成 12 年度から平成 19 年度の本件各業務委託契約は、著しく八光海運に有利な内容の
契約をあえて締結したと推測できる。すなわち、このような一方当事者に著しく有利な契約は、八光海運、坂東忠
之前町長、岩佐透元町職員が通謀しなければ締結することは不可能であり、こうした通謀による不当な契約は、石
井町にことさら損害を蒙らせる共同不法行為であると言わざるを得ない。

　このことについて、７名の石井町議会議員が平成 21 年 11月19 日、徳島地方検察庁に対し背任罪の疑いで、坂
東忠之前町長と岩佐透元職員を告発しているが、町民の貴重な税金を 2 億 2，376 万 9，700 円も不当に流失さ
せた責任は到底許すことができず、したがって、町長は、石井町の損害を補填すべく、両名及び八光海運に対して
民事上の損害賠償請求をすることは勿論のこと、また、背任の疑いがあるため、両名を捜査機関に対して告訴する
ことを提言するものである。

　≲　おわりに　≳

　最後に、本委員会の調査に格段のご理解とご協力を賜った証人、参考人等全ての関係者の皆様方に衷心より感
謝を申し上げる。以上をもって、石井町の一般廃棄物最終処分場の維持管理業務委託契約調査特別委員会の現
時点での中間報告とする。
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１
月
10
日
に
新
春

恒
例
の
石
井
町
消

防
出
初
式
が
行
わ

れ
、
永
年
消
防
活

動
等
に
功
労
の

あ
っ
た
団
員
ら
に

表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

徳
島
県
知
事
表
彰

　
〔
個
人
表
彰
〕

名
西
消
防
組
合　

消
防
司
令
補

佐
々
木　

定
雄

石
井
分
団
第
１
部　

部
長

竹
内　

富
男  

高
原
分
団　

分
団
長　

奥
山　

茂
輝  

高
川
原
分
団
第
２
部　

井
内　

重
利  

高
川
原
分
団
第
３
部　

笠
井　
　

仁

　

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

〔
功 

績 

章
〕

石
井
分
団
第
４
部　

部
長

吉
成　

道
明

高
原
分
団
第
１
部　

尾
田　

伸
二

高
川
原
分
団
第
３
部　

阿
部　

龍
裕

高
川
原
分
団
第
５
部　

加
川　

憲
市

〔
精 

績 

章
〕

石
井
分
団
第
１
部　

阿
部　

勇
治

石
井
分
団
第
１
部　

久
米　

彰
一

浦
庄
分
団
第
１
部　

部
長　

中
西　

良
男

浦
庄
分
団
第
３
部　

白
川　

光
夫

浦
庄
分
団
第
５
部　

部
長　

美
馬　

良
一

藍
畑
分
団
第
６
部　

尾
関
健
一
郎

高
川
原
分
団
第
４
部　

西
村　

公
寿

　
徳
島
県
消
防
協
会

　
名
西
地
方
分
会
長
表
彰

高
原
分
団
第
１
部　

部
長

松
原　

義
弘

高
原
分
団
第
１
部　

吉
岡　

清
治

高
原
分
団
第
４
部　

班
長　

大
西　

高
義

藍
畑
分
団
第
４
部　

坂
東　

孝
浩

藍
畑
分
団
第
４
部　

瀬
部　
　

勲

藍
畑
分
団
第
５
部　

武
知　

耕
輔

高
川
原
分
団
第
１
部　

元
木　

政
文

高
川
原
分
団
第
４
部　

班
長　

田
中　
　

勢

高
川
原
分
団
第
５
部　

班
長

鎌
田　

良
明

　
石
井
町
長
表
彰

石
井
分
団
第
１
部　

鈴
木　

浩
文

石
井
分
団
第
３
部　

武
市　

健
作

石
井
分
団
第
３
部　

一
宮　

政
伯

石
井
分
団
第
７
部　

安
宅　

真
二

浦
庄
分
団
第
２
部　

班
長　

西
村　

宣
彦

浦
庄
分
団
第
４
部　

岩
佐　
　

学

浦
庄
分
団
第
５
部　

三
谷　

宏
幸

浦
庄
分
団
第
５
部　

山
口　

和
久

高
原
分
団
第
３
部　

後
藤　

祐
樹

高
原
分
団
第
４
部　

武
知　

泰
幸

高
原
分
団
第
４
部　

秋
山　

利
行

藍
畑
分
団
第
１
部　

桑
内
俊
太
郎

藍
畑
分
団
第
１
部　

久
米　

克
治

藍
畑
分
団
第
４
部　

吉
成　

寿
志

藍
畑
分
団
第
６
部　

河
野　

良
二

高
川
原
分
団
第
１
部　

以
西　

芳
隆

高
川
原
分
団
第
２
部　

井
内　

一
道

高
川
原
分
団
第
３
部　

民　
　

正
尚

高
川
原
分
団
第
５
部　

穂
積　

康
太

　
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

元
石
井
分
団
第
２
部　

部
長

木
村　

勇
人

元
石
井
分
団
第
７
部　

鈴
木　

敏
生

元
石
井
分
団
第
９
部　

鎌
田　

義
久

元
浦
庄
分
団
第
１
部

岩
本　

達
也

元
浦
庄
分
団
第
１
部　

原　
　

直
樹

元
浦
庄
分
団
第
２
部　

部
長　

林　
　

宗
主

元
浦
庄
分
団
第
２
部　

寺
内　

明
博

元
浦
庄
分
団
第
２
部　

三
宅　
　

健

元
浦
庄
分
団
第
３
部　

河
村　
　

正

元
高
原
分
団
第
１
部　

矢
上　

禎
和

元
藍
畑
分
団
第
１
部　

梶
本　

仁
章

元
藍
畑
分
団
第
５
部　

部
長　

武
知　

伸
幸

元
藍
畑
分
団
第
６
部　

井
内　

孝
明

元
藍
畑
分
団
第
６
部　

芳
川　

佳
久

元
高
川
原
分
団
第
１
部　

部
長

以
西　

誠
司

元
高
川
原
分
団
第
３
部井

内　

一
範

　
石
井
警
察
署
長
感
謝
状

　
〔
防
犯
功
労
〕

石
井
分
団
第
６
部　

部
長　

笠
原　

章
玄

高
川
原
分
団
第
２
部　

部
長

久
米　

克
典

高
川
原
分
団
第
５
部　

部
長

本
田　
　

晃

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平成2２年
石井町消防出初式

　

今
年
は
、
石
井
町
民
の
皆
様
、

役
場
の
職
員
の
皆
様
に
、
本
音
で

語
り
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
面
従
復
背
」
と
い
う
の
は
、

面
と
向
か
っ
て
は
服
従
し
て
い
な

が
ら
も
、
心
の
中
で
背
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
で
は
、
お
互
い
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
ね
。
お
互
い
腹
を
割
っ

て
話
し
合
い
、
た
と
え
怒
鳴
り
あ

う
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一

つ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
最
後

は
協
力
し
あ
う
。
そ
れ
が
、
石
井

町
民
の
た
め
に
良
い
こ
と
で
あ
れ

ば
、
口
論
も
通
過
点
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
裏
表
の
な
い
政
策
討
論
、

大
い
に
や
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
に
は
一
つ
の
目
標
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
石
井
町

が
住
み
よ
い
町
、
誇
れ
る
町
、
人

情
溢
れ
る
町
で
あ
り
、
石
井
町
に

行
き
た
い
な
、
住
み
た
い
な
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

「
今
年
も
全
力
投
球
！
」

町長コラム
面め
ん
じ
ゅ
う
ふ
く
は
い

従
腹
背
っ
て

　
　
　
　

嫌
で
す
ね
！

石
井
町
長　

河
野
俊
明
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最低賃金件名 時間額 効力発生日
徳島県最低賃金 633 円 平成 21 年 10 月 1 日
紡績、織物業 652 円 平成 15 年 12 月 21 日
造作材・合板・建築用組
立材料製造業 770 円 平成 21 年 12 月 21 日

はん用機械器具、生産用
機械器具、業務用機械器
具製造業

791 円 平成 21 年 12 月 26 日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情
報通信機械器具製造業

746 円 平成 21 年 12 月 21 日

※
徳
島
労
働
局

℡
６
５
２
―
９
１
６
５

　

マ
イ
ペ
ー
ス
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
）
で
自
宅
学
習
で
き
ま
す
。

◎
１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

募
集
学
生
・
募
集
期
間

大
学
（
教
養
学
部
）・
大
学
院
（
修

士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
）

２
月
28
日
（
日
）
ま
で
（
必
着
）

※
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
６
０
２
―
０
１
５
１

放
送
大
学
学
生
募
集
（
４
月
入
校
）

国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

徳
島
県
最
低
賃
金

行
政
相
談
会
場
変
更
に
つ
い
て

消
費
生
活
相
談

国
の
教
育
ロ
ー
ン

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
制
度

新
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

～
農
業
者
年
金
は
将
来
の

大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
～

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
60
歳
未
満
の
方
で
、
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、

男
女
に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま
す
。

②
自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と

そ
の
運
用
益
に
よ
っ
て
自
分
が
将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る

「
積
立
方
式
」
で
す
。

③
保
険
料
は
２
万
円
か
ら
６
万
７
，

０
０
０
円
の
範
囲
で
自
由
に
選
択

で
き
、
途
中
で
見
直
し
も
で
き
ま

す
。

④
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
人
（
39
歳
ま
で
に
加
入
）

な
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

保
険
料
２
万
円
の
う
ち
最
高
１
万

円
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

⑤
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
る
な

ど
、
税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。

⑥
年
金
は
終
身
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
、
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
採
用
試
験
の
試
験
案
内

の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間　
４
月
１
日
（
木
）

～
４
月
９
日
（
金
）

１
次
試
験
日　
５
月
16
日
（
日
）

◎
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://hom
e.hiroshim

a-u.
ac.jp/jinji/shiken/

※
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法

　

１
月
か
ら
、
行
政
相
談
の
相
談

会
場
が
中
央
公
民
館
か
ら
石
井
町

役
場
に
変
わ
り
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
毎
月
第
４
火
曜

日
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
開

設
し
て
い
ま
す
。
役
所
等
の
仕
事

に
つ
い
て
苦
情
や
意
見
・
要
望
が

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

※
住
民
課

℡
６
７
４
―
１
１
１
４

　

毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
相
談
は
、
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
で
毎
月
第
２
・
第
４
水

曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。

※
石
井
町
消
費
生
活
相
談
所

℡
６
７
４
―
２
４
６
８

※
産
業
経
済
課

℡
６
７
４
―
１
１
１
８

【
制
度
の
主
な
概
要
】

融
資
額　
４
，
８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金　
８
年
以
内
（
う
ち
据

置
期
間
３
年
以
内
）

設
備
資
金　
15
年
以
内
（
う
ち
据

置
期
間
３
年
以
内
）

◎
設
備
資
金
は
基
準
金
利
2.25
％
か

ら
と
な
り
ま
す
。
ま
た
第
三
者
保

証
人
等
不
要
の
場
合
は
設
備
資
金

の
返
済
期
間
は
10
年
と
な
り
ま
す
。

◎
詳
細
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

℡
６
２
２
―
７
２
７
１

　

高
校
、短
大
、大
学
、専
修
学
校
、

各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
し
て
い
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
300
万
円
以
内

利
率　
年
2.65
％
（
固
定
金
利
・
平

成
21
年
11
月
10
日
現
在
）

※
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

ま
た
は

℡
０
３
―
５
３
２
１
―
８
６
５
６

　

平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
「
２
０
１
０
年
世
界

農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を

営
ん
で
い
る
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
林
水
産
省　
徳
島
県　
石
井
町

※
企
画
財
政
課

℡
６
７
４
―
７
５
０
１

た
場
合
で
も
80
歳
ま
で
の
年
金
の

現
在
価
値
相
当
額
が
死
亡
一
時
金

と
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
農
業
委
員
会

℡
６
７
４
―
７
５
０
７

人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

採
用
試
験
事
務
室

℡
０
８
２
―
４
２
４
―
５
６
１
６

お知らせ
Information募

集

暮

ら

し

統
計
調
査
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四
国
税
理
士
会
徳
島
支
部
の
社

会
貢
献
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

３
階
第
１
特
別
会
議
室

◎
駐
車
場
は
有
料
（
１
日
200
円
）

で
す
。

期
間　
２
月
１
日（
月
）～
15
日（
月
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

必
要
書
類

①「
確
定
申
告
相
談
会
の
ご
案
内
」

の
文
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
文
書
／
②
印
鑑
／
③
確
定
申

告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、

申
告
書
用
紙
（
送
付
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
当
日
お
渡
し
し
ま
す
。）

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

徳

島

税

務

署

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
受
給
者
等
に
対
す
る

確
定
申
告
相
談
会

■
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

石
井
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
廃

止
の
た
め
、
平
成
21
年
12
月
21
日

か
ら
石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
務
所
は
、
石
井
町
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
飯
尾
川
公
園
い
し
い

ド
ー
ム
南
）
の
管
理
棟
内
に
移
転

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
石
井
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
は
、

事
務
所
移
転
後
も
変
わ
ら
ず
実
施

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
電
話
番
号

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
心
配
ご
と
相
談
会
場
変
更

　

１
月
か
ら
心
配
ご
と
相
談
の
会

場
が
石
井
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
石
井
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

管
理
棟
内
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

心
配
ご
と
相
談
は
、毎
月
第
２
・

第
４
火
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま
ず
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

℡
６
７
４
―
０
１
３
９

fax
６
７
５
―
２
６
５
５

■
確
定
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

　

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び
贈
与

税
の
申
告
は
、
３
月
15
日
（
月
）

が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
３
月

31
日
（
水
）
が
申
告
・
納
付
の
期

限
で
す
。

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
納
期
限
ま
で
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
納
付
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
振
替
納
税

を
利
用
し
て
い
る
方
は
確
実
に
振

替
納
付
が
で
き
る
よ
う
残
高
の
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
本
年
の
口
座
振
替
日
】

　

◆
所
得
税  

４
月
22
日
（
木
）

　
◆
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

４
月
27
日
（
火
）　

■
確
定
申
告
会
場
に
つ
い
て

と
こ
ろ　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

　
　
　
　
３
階
第
２
特
別
会
議
室

期
間　
２
月
１
日
（
月
）
～

３
月
15
日
（
月
）

（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
。
た
だ

し
、
２
月
21
日
及
び
28
日
の
日
曜

日
は
確
定
申
告
の
相
談
・
申
告
書

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
午
後
４
時
以
降
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。）

◎
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
庁
舎

内
に
は
、
申
告
相
談
会
場
を
設
け

て
お
り
ま
せ
ん
。な
お
、ア
ス
テ
ィ

と
く
し
ま
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

有
料
（
１
日
200
円
）
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
便
利
な
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ

ッ
ク
ス
）
で
電
子
申
告
を
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
（
電
子
申
告
）
を
利
用
し
て

提
出
で
き
ま
す
。

最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

　

平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
書
の

提
出
を
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電

子
証
明
書
を
付
し
て
期
限
内
に

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
行
う
と
、
最
高

５
千
円
の
所
得
税
の
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平

成
20
年
分
以
前
の
確
定
申
告
で
本

控
除
の
適
用
を
受
け
た
方
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。）

添
付
書
類
が
提
出
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
で
行
う
場
合
、
医
療

費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等

は
、
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
ま
た
は

提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
、
添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提

示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
さ
れ
た

還
付
申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま

す
。（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.nta.go.jp

※
徳
島
税
務
署

℡
６
２
２
―
４
１
３
１

／
④
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
ハ
ガ
キ
／
⑤
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
、
公
的
年
金
以
外
に

収
入
の
あ
る
方
は
そ
の
所
得
の
計

算
に
必
要
な
も
の
（
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
な
ど
）
／
⑥
社
会
保

険
料
（
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
保
険
・
国
民
年

金
保
険
料
等
）
の
支
払
額
の
分
か

る
書
類
（
会
場
で
お
調
べ
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
証
明
書

等
を
事
前
に
取
得
し
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。）
／
⑦
（
医
療
費
控

除
を
受
け
る
方
は
）
医
療
費
の
領

収
書
・
保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
の
分
か
る
書
類
（
事
前
に
集

計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。）
／

⑧
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の

支
払
証
明
書
／
⑨
預
金
口
座
番
号

（
納
税
者
本
人
名
義
の
も
の
に
限

り
ま
す
。）
が
分
か
る
も
の
／
⑩

（
お
持
ち
の
方
は
）
昨
年
の
利
用

者
識
別
番
号
通
知
書
（
保
管
用
の

黄
色
の
封
筒
内
）・
昨
年
の
申
告

書
の
控

★
こ
れ
は
、
昨
年
ま
で
石
井
町
中

央
公
民
館
で
行
っ
て
い
た
「
年
金

受
給
者
を
対
象
と
し
た
確
定
申
告

相
談
会
」
に
か
わ
る
も
の
で
す
。

会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※
四
国
税
理
士
会
徳
島
支
部

℡
６
２
３
―
０
４
２
４
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計
画
が
き
つ
い
と
思
う
こ

と
は
な
い
け
ど
、
寒
い
時
期

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
大
変
か
も

…
。
そ
れ
か
ら
、
食
事
。
食

べ
過
ぎ
は
よ
く
な
い
と
わ

か
っ
て
い
て
も
、
年
末
年
始

は
つ
い
食
べ
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん

だ
よ
ね
～
。

■
石
井
町
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

《
申
告
相
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

会
場　
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

相
談
日
（
土
・
日
を
除
く
）

藍
畑
地
区　
　

２
月
16
日
・
17
日 

高
原
地
区　
　

２
月
18
日
～
22
日 

高
川
原
地
区　
２
月
23
日
～
26
日

石
井
地
区 

【
旧
石
井
・
重
松
】３月

１
日
～
５
日 

【
城
ノ
内
･
白
鳥
･
尼
寺
･
内
谷
】

３
月
８
日
・
９
日

浦
庄
地
区　
　

３
月
10
日
～
12
日 

予
備
日　
　
　
　
　
　

３
月
15
日

時　
間　
午
前
９
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

◎
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
方
も
、

住
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
等
の

計
算
に
必
要
で
す
の
で
、
通
知
し

た
日
時
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

★
注
意　
原
則
と
し
て
決
め
ら
れ

た
相
談
日
に
申
告
相
談
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
都
合
に
よ

り
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
申
告
期

間
中
の
受
付
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

各
地
区
別
に
関
係
な
く
申
告
相
談

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

■
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
会
社
か
ら

提
出
し
て
い
た
だ
く
給
与
支
払
報

告
書
の
記
載
内
容
が
変
更
し
た
た

め
、
住
民
税
か
ら
の
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
の
石
井
町
へ
の

申
告
書
の
提
出
が
原
則
と
し
て
不

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要

欄
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
可
能
）
額
及
び
居
住
開
始
年
月

日
の
記
載
が
な
い
場
合
、
住
民
税

の
計
算
に
控
除
が
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

申
告
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

の
ほ
か
に
償
却
資
産
（
事
業
用
資

産
）
に
つ
い
て
も
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
地
方
税
法
第
383
条
の

規
定
に
よ
り
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
石
井
町
内
に
償
却
資
産
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
は
そ
の
内
容
（
取

得
年
月
、
取
得
価
額
、
耐
用
年
数

等
）
に
つ
い
て
申
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

提
出
期
限　
２
月
１
日
（
月
）

提
出
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

※
税
務
課

℡
６
７
４
―
１
１
１
５

■
生
活
に
応
じ
て
計
画
を
変
更

　

石
井
さ
ん
は
、
今
の
計
画
に
無

理
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ

も
と
違
う
生
活
の
場
面
で
ど
の
よ

う
に
計
画
を
変
更
さ
せ
れ
ば
良
い

か
迷
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
保
健
師
と
管
理
栄

養
士
に
相
談
し
、
次
の
よ
う
に
変

更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

《
運
動
》

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
な
い
と
き

は
、
お
風
呂
掃
除
（
20
分
）
ま
た

は
階
段
の
上
り
下
り
（
10
分
）
を

行
う
。

《
食
事
》

お
酒
や
お
餅
は
意
外
に
高
カ
ロ

リ
ー
。
食
べ
過
ぎ
に
注
意
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
。

■
「
私
に
脱
メ
タ
ボ
は
無
理
」
と

思
っ
て
い
る
方
へ

　
「
計
画
を
実
行
で
き
な
か
っ
た
」

と
す
べ
て
を
否
定
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
で
き
な
い
と
き
も

あ
る
」「
他
に
で
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
」
と
前
向
き
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

目
標
は
、
少
し
づ
つ
短
期
・
中

期
で
立
て
る
と
続
け
や
す
く
な
り

ま
す
。
無
理
の
な
い
計
画
へ
変
更

す
る
こ
と
も
時
に
は
必
要
で
す
。

せ
っ
か
く
立
て
た
計
画
も
無
理
を

し
す
ぎ
た
り
、
が
ん
ば
り
す
ぎ
る

と
続
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
急
な
生

活
の
変
化
（
け
が
を
し
た
り
家
族

の
介
護
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な

ど
）
が
起
こ
る
と
、
思
っ
て
い
た

よ
う
に
実
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

短
期
で
計
画
を
見
直
し
小
さ
な
目

標
を
１
つ
ず
つ
達
成
し
て
い
く
こ

と
が
楽
し
ん
で
で
き
る
コ
ツ
で
す
。

　

特
定
保
健
指
導
（
積
極
的
支

援
）
で
は
、
２
週
間
後
、
１
カ
月

後
、
２
カ
月
後
、
３
カ
月
後
、
４

カ
月
後
、
５
カ
月
後
、
６
カ
月
後

と
様
子
を
お
伺
い
し
、
計
画
の
進

行
状
況
に
応
じ
調
整
を
行
い
、
目

標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
も
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す 

。

　

次
回
は
「
石
井
さ
ん
の
脱
メ
タ

ボ
、
結
果
発
表
」
で
す
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
６
７
４
―
０
０
０
１

税

務

課

か
ら
の
お
知
ら
せ

「理想的な生活習慣継続のために」　～特定保健指導③～
前
回
、
石
井
さ
ん
は
体
重

を
減
ら
す
た
め
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ご
飯
の
量
を
減
ら

す
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

２
カ
月
が
経
ち
ま
す
が
実

行
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
ス
ト

レ
ッ
チ
、
ご
飯
の
量
も
計

画
ど
お
り
守
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
せ
い
か
、
体
重
は

あ
ま
り
変
化
な
い
け
ど
お

な
か
周
り
は
ス
ッ
キ
リ
し

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ベ

ル
ト
穴
が
一
つ
縮
ま
り
ま

し
た
！

　
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
ね
。

食
事
が
足
ら
な
く
て
不
満

だ
っ
た
り
、
運
動
が
面
倒

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

保健師 石井さん
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人件費
23.3％

義務的
経費
54.3％

公債費
15.5％

扶助費
15.5％

投資的経費
4.9％

その他
の経費
40.8％

物件費
15.5％

普通建設事業
4.9％

繰出金
11.7％

補助費等
8.3％

利子割交付金0.3％

株式等譲渡所得割交付金0.0％
配当割交付金0.1％
交通安全対策特別交付金0.1％

地方譲与税1.5％

地方消費税交付金2.7％

町債3.6％

県支出金
6.1％

国庫支出金
6.0％

地方　
交付税
　29.0％

依存
財源
50.3％

自主財源
49.7％

町税
36.3％

繰入金
2.9％

使用料及び
手数料　3.4％

諸収入　2.2％

歳出

歳入

維持補修費2.5％
積立金2.8％

投資及び出資金0.0％

繰越金3.7％分担金及び負担金1.1％
財産収入0.1％
寄附金0.0％

自動車取得税交付金0.5％

地方特例交付金等0.4％
　歳入決算額および構成比　　　（単位：千円）

区　　　　　分 決算額 構成比

自　

主　

財　

源

町税 2,743,518 36.3％
繰入金 220,452 2.9％
使用料及び手数料 264,864 3.4％
繰越金 278,434 3.7％
諸収入 169,855 2.2％
分担金及び負担金 80,101 1.1％
財産収入 4,346 0.1％
寄附金 550 0.0％

依　

存　

財　

源

地方交付税 2,188,410 29.0％
国庫支出金 454,406 6.0％
県支出金 460,027 6.1％
町債 271,270 3.6％
地方譲与税 111,316 1.5％
地方消費税交付金 203,331 2.7％
地方特例交付金等 28,984 0.4％
自動車取得税交付金 36,446 0.5％
利子割交付金 19,460 0.3％
株式等譲渡所得割交付金 2,298 0.0％
配当割交付金 5,771 0.1％
交通安全対策特別交付金 4,368 0.1％

合　　　　計 7,548,207 100％

　歳出決算額および構成比　　　（単位：千円）
区　　　　　分 決算額 構成比

義務的
経　費

人件費 1,667,125 23.3％
公債費 1,105,897 15.5％
扶助費 1,105,206 15.5％

投資的
経　費

普通建設事業 353,653 4.9％
災害復旧事業 0 0.0％

その他
の経費

物件費 1,106,669 15.5％
繰出金 837,627 11.7％
補助費等 595,939 8.3％
維持補修費 178,690 2.5％
積立金 200,280 2.8％
投資及び出資金 1,500 0.0％

合　　　　計 7,152,586 100％

地方自治体における会計は、一般会計と特定の場合に設置される特別会計とによって構成されています。
個々の地方自治体ごとで各会計の範囲が異なっているため、各市町村の財政状況を比較する場合、統計上
統一的に普通会計という会計区分がよく用いられています。
石井町では、一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、給与集中管理特別会計とによって構成されます。

〜平成 20 年度石井町普通会計決算〜
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石 井 町 の 台 所 事 情
　

地
方
公
共
団
体
が
財
政
を
運
営

し
て
い
く
上
で
の
原
則
の
ひ
と
つ

に
、
会
計
年
度
独
立
の
原
則
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

そ
の
年
度
中
の
支
出
は
、
同
じ
年

度
中
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
施
設
の
建
設
な
ど
の

多
額
な
事
業
を
す
る
と
、
そ
う
も

い
き
ま
せ
ん
。
各
年
度
間
の
負
担

を
平
準
化
し
た
り
、
収
支
の
均
衡

を
図
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
地
方

債
を
起
こ
し
た
り
、
積
み
立
て
て

い
る
基
金
を
取
り
崩
し
た
り
し
て
、

財
源
を
確
保
し
ま
す
。

　

石
井
町
の
普
通
会
計
に
お
け
る

町
債
と
基
金
の
平
成
20
年
度
末
現

在
高
は
≲
表
１
≳
、
過
去
10
年
間 〈表１〉　町債及び基金現在高

平成 20 年度末現在高
町　　債 8,095,365 千円
基　　金 3,799,690 千円

〈表２〉　義務的経費の状況

平成 20 年度決算額

公債費 1,105,897 千円

扶助費 1,105,206 千円

人件費 1,667,125 千円

合　計 3,878,228 千円

〈図 A〉　町債及び基金年度末現在高の推移

〈図 B〉　義務的経費の推移

町債

基金
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億円

億円

H19 H20H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

40

30

20

10

0

公債費

扶助費

人件費

石井町の町債及び基金の
状況ならびに義務的経費
の状況についてお話しし
ます。

の
推
移
が
≲
図
Ａ
≳
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
20

年
度
も
一
時
借
入
金
の
借
り
入
れ

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

法
令
あ
る
い
は
そ
の
性
質
上
か

ら
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、

削
減
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
難
し

い
義
務
的
経
費
と
は
、
職
員
な
ど

の
人
件
費
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

や
児
童
手
当
な
ど
の
扶
助
費
、
建

設
事
業
な
ど
の
た
め
に
借
入
れ
た

町
債
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
の
状
況
は
、
平
成

20
年
度
決
算
額
は
≲
表
２
≳
、
過

去
10
年
間
の
推
移
が
≲
図
Ｂ
≳
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
地
方
債
と
は
？

　
地
方
公
共
団
体
が
一
会
計
年
度

を
超
え
て
行
う
借
入
れ
の
こ
と
を

い
い
、
町
が
起
こ
す
地
方
債
の
こ

と
を
町
債
と
い
い
ま
す
。
地
方
債

は
原
則
と
し
て
投
資
的
経
費
（
建

設
事
業
関
係
の
経
費
）
の
一
定
部

分
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

公
債
費
（
元
利
償
還
金
）
と
し
て

後
年
負
担
し
ま
す
。

■
積
立
金
と
は
？

　
特
定
の
支
出
目
的
の
た
め
、
年

度
間
の
財
源
変
動
に
備
え
、
前

も
っ
て
基
金
に
積
み
立
て
る
金
銭

の
こ
と
を
い
い
、
基
金
は
設
置
目

的
の
た
め
で
な
け
れ
ば
取
り
崩
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

財　

政　

用　

語　

解　

説



第 152 号 広　報　い　し　い 平成 22 年 1 月 15 日　（12）

乳牛和牛共進会（11 月 8 日）

母と子の健康フェスタ（10月23日）

文化祭（11月27日～29日）

総ぐるみ人権啓発研修大会（12月5日）

健康まつり（11 月 6 日）

街路灯寄贈（10 月 21 日）

農産物品評会（11 月 21 日）

石井町農業フェア（12月6日）

秋祭り

ドクターズキッチンinスクール（11月19日）

冬のイルミネーション

畜産業の発展のため、町内の畜産農家が
育てている乳牛・和牛を出品し品評を行
いました。

人形劇やバルーンアートなどのアトラク
ションや縁日コーナー、手作りおやつの
配布などを行い、楽しい時間を過ごして
いただきました。

書道・絵画・写真・工芸などの作品が中
央公民館に展示され、29 日には舞踊や
邦楽などの芸能が発表されました。

人権問題への理解を深めていただくため、
人権作文優秀作品の表彰及び発表、講演
会、人権コンサートなどを行いました。

生活習慣病予防と新型インフルエンザ予
防についての講演、保健推進員による健
康劇、健康づくりコーナーめぐりなどを
行いました。

四国電力株式会社から街路灯灯具一式３
灯が石井町に寄贈されました。

採れたての新鮮な野菜・果物・花・加工
品など、石井町内の生産者が育てた農産
物の品評会と即売会を行いました。

野菜の直売やボランティアによる模擬店、
野菜当てクイズやビンゴ大会などのアト
ラクションで賑わいました。

10 月下旬から 11 月上旬にかけて町内各
地で、秋祭りが開催されました。写真は、
遠藤達郎さん（城ノ内）の投稿です。

石井中学校で生活習慣病の予防と食生活
についての講演が行われ、講演の後、ヘ
ルシー料理のレシピ紹介と試食会を行い
ました。

12 月 1 日から 1 月 3 日まで、飯尾川公
園でイルミネーションを点灯し、冬の夜
空を光のファンタジーで彩りました。

いしい
スナップ石

井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。
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新型インフルエンザワクチン接種費用の助成について

石井町では、新型インフルエンザ（Ａ / Ｈ 1 Ｎ 1）により、重症化しやすい方の死亡や重症化を防ぐため、
国が定める優先接種対象者等に対し、新型インフルエンザワクチンを接種する際の費用を助成し、経済的
負担の軽減を図ります。

これから接種に行かれる予定の方は、接種前に必要な手続きを済ませてください。病院窓口での接種費用
が軽減され、あとから払い戻しの手続きをする必要がありません。

問い合わせ先　保健センター　℡６７４－０００１

★費用助成は、平成 22 年 3 月 31 日の接種日まで有効です。
★払い戻しの申請は、平成 22 年 4 月 10 日まで受け付けします。
　（土、日、祝日を除く平日の午前 8 時 15 分から午後 5 時 15 分まで）

～課税証明書について～
石井町税務課では、新型インフルエンザワクチン接種費用助成用の課税証明書を無料で発行しています。なお、平成
21 年 1 月 2 日以降に石井町に転入した方は、石井町で課税証明書を発行することができません。平成 21 年 1 月1日
時点に居住していた市町村で、世帯全員が非課税であることがわかる課税証明書を取得してください。

助成対象に該当し、費用負担軽減証明書を持たずに病院へ行き、すでに接種を終えられた方には、12
月 18 日から石井町保健センターで払い戻しの申請を受け付けています。（平成 22 年 4 月 10 日まで受
け付けします。）

≲申請に必要なもの≳
①新型インフルエンザ予防接種済証（接種を受けた医療機関で発行されたもの。乳幼児等の場合、接種
記録のある母子健康手帳）
②新型インフルエンザ接種費用の領収書（医療機関発行のもの。レシート可）
③印鑑
④銀行または農協の口座振替用通帳（申請者と通帳の名義人が異なるときは、委任状が必要です。）
⑤非課税世帯であることを証する課税証明書（市町村民税非課税世帯に該当する方のみ必要です。）
※払い戻しの手続き前（必ず 2 月 14 日まで）に課税証明書を取得してください。

★優先接種対象者とは
医療従事者／妊婦／基礎疾患を有する方（※優先接種の対象となるかどうかは、かかりつけ医にご相談くだ
さい。）／ 1 歳～小学校 3 年生に相当する年齢の小児／ 1 歳未満の小児の保護者／小学校 4 ～ 6 年生／中
学生、高校生に相当する年齢の方／ 65 歳以上の方

助成対象者・金額

新型インフルエンザ予防接種を終えられた方へ

これから新型インフルエンザワクチンの接種を予定されている方へ

石井町に住民票を有する者で、生活保護世帯に属する方及び市町村民税非課
税世帯に属する方

全額公費負担

石井町に住民票を有する優先接種対象者で、市町村民税課税世帯に属する方 半額程度公費負担

生活保護世帯に属する方
市町村民税課税世帯に属する方

印鑑持参の上、保健センター窓口にお越しください。
接種費用負担軽減証明書を発行します。

市町村民税非課税世帯に属する方

税務課で課税証明書（非課税世帯である証明）を
取得し、印鑑持参の上、保健センターにお越しくだ
さい。接種費用負担軽減証明書を発行します。
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○に入る言葉は何でしょう。
【問１】新春恒例の石井町消防出初式を 1 月○○日に開催しました。
【問２】石井町では、平成 21 年 12 月 14 日から○○タックスを利用した
　　　 地方税の電子申告の受付を開始しました。

11 月号の当選者（敬称略）　　　　　　　　　　　　　※ 11 月号の答え　「① 11.1％　② 100 万人」
天羽文江　喜多盛　西岡百合子（石井）、泉史子（下浦）、井内和代（西覚円）
11 月号の応募総数は 59 通でした。当選者の皆さんおめでとうございます。

　　※　記入例
【問１】	 −１月○○日
【問２】	 −○○タックス
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）
イラスト・俳句など

ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により 2 月 15 日（月曜日）役場必着でご応募ください。
抽選で 5 名の方に 1,000 円の図書カードを進呈します。
また、クイズの答えの後にイラスト・俳句・教えて欲しい事など、どんどん書いて応募してくださいね。

北野伊織さん（高畑）

北野裕哉さん（高畑）

犬伏　蘭さん（第十）

臼井真生さん（西高原）

笠井綾乃さん（関）

上地茉莉さん（石井）

中山　恵さん（関）

須藤映充さん（東高原）

広報モニター募集
応募資格　石井町在住の18 歳以上の
方（本年度の広報モニター活動をして
いる方も応募できます。）
募集人数　10 名程度
活動内容　広報事業に関するアンケー
トへの回答
モニター期間
平成 22 年４月～平成 23 年３月
申込期限　３月 31 日（水）
応募方法　ハガキに住所、氏名、年齢、
電話番号を記入のうえ、郵送でご応募
ください。
〒 779-3295 高川原字高川原 121- １
企画財政課広報モニター係
◎電話でも受け付けします。
※企画財政課　℡ 674―7501

事務事業仕分けを傍聴しませんか
　石井町では、町が行っている行政
サービスなどについて、事業そのもの
の必要性や仕事の進め方を議論し、今
後のあり方を考えるため事業仕分けを
行います。事業の廃止や見直しを行う
とともに、広く町民の皆さんに行政サー
ビスを理解していただくため、議論は、
公開の場で行います。
　どなたでも傍聴できますので、ぜひ
ご来場ください。

◆と　き　１月 23 日（土）
　　　　　午前９時～午後4時（予定）
◆ところ　中央公民館ホール
※石井町事務事業仕分け協議会
℡６７４―１１１１

図書カードを当てよう！広報クイズ

みんなの
ページだよ！

図書カードを当てよう！広報クイズ

ふれ
あい広場

イ
ラ
ス
ト
紹
介
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＜応募締切＞
１月31日（日）
（当日消印有効）
＜応募先＞
〒779-3223　高川原字高川原 2112-3
石井町クリーンセンター管理棟内　石井町社会福祉協議会
℡６７４―０１３９

移動図書館車の愛称募集
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石井町では、平成21年12月14日から(社)地方税電子化協議会が運営する地方税ポータルシステム（eLTAX：
エルタックス）を利用した地方税の電子申告の受付を開始しました。eLTAXとは、地方税の申告、申請・届出
などの手続きを、インターネットを利用して電子的に行うシステムです。これにより、従来郵送や窓口に出向いて
行っていた申告手続が、自宅や職場、税理士事務所などのパソコンから行うことができるようになりました。

★　eLTAX（エルタックス）の利用時間は、午前 8 時 30 分～午後 8 時（土日祝・年末年始除く）となります。

◆　eLTAX（エルタックス）ホームページ　：　http://www.eltax.jp/
◆　eLTAX（エルタックス）サポートデスク　：　℡０５７０－０８

ハ イ シ ン コ ク

１４５９
　　　（IP 電話・PHSをご利用の場合：０３－５３３９－６７０１）
　　　月～金　午前８時３０分～午後８時（土日祝・年末年始除く）

お問い合わせ●●●●　　　　　　　　税務課　℡０８８－６７４－１１１５
法人町民税・個人住民税については町民税係、固定資産税（償却資産）については固定資産税係に
お問い合わせください。

税　目 手　　　　続
申　　　　告 申　請・届　出

法人町民税 ●中間・確定・修正申告など
●法人設立・設置届出書
●異動届出書

個人住民税
（特別徴収）

●給与支払報告書（総括表・個人別明細書）
●特別徴収に係る給与所得者異動届出書
●普通徴収から特別徴収への切替申請
●退職所得に係る納入申告及び特別徴収票または特別
　徴収税額納入内訳届出
●公的年金等支払報告書（総括表・個人別明細書）

●特別徴収義務者の所在地・
　名称変更届出書

固定資産税
（償却資産）

●償却資産申告書
●種類別明細書

■　利用できる税目と手続

■　電子申告の流れ

■　eLTAX（エルタックス）の詳しい内容や利用手続について

申告者

②配信

③審査

⑦配信

代理人（税理士等）

① eLTAX（ｴﾙﾀｯｸｽ）ホームページ
から利用届出（電子証明書が必要）

④利用者 ID・暗証番号をインター
ネット上で通知

(①～④までに数日程度かかります。)

⑤申告に利用するソフトウェアを
ダウンロード

⑥申告データを送信

石
　
井
　
町

ポ
ー
タ
ル

セ
ン
タ

発行／石井町　編集／企画財政課　印刷／遠藤印刷株式会社

ｅＬＴＡＸ（エルタックス）による地方税電子申告について


